
No (記入不要) 

集団分析結果を部門長に見えやすくする工夫 ～いきいきメンバー図を用いて～ 

ガイドラインステップ 
キーワード

（6 つ以内） 

・ストレスチェック 

・ポジティブメンタルヘルス 

・いきいきメンバー図 

・ワークエンゲージメント 

・職場の一体感 

・個人と職場のいきいき 

＜ステップ 7 ＞ 現場ごとに必
要な健康リスク対策を選定する 

改善・取組

みの背景と

課題 

ストレスチェックを活用したポジティブメンタルヘルス活動において結果の見せ方を工夫。そ

の結果、職場のエンゲージメントの状況を可視化できた取り組みを紹介する。 

◆背景 弊社では、全従業員を対象に「従業員意識調査」と「ストレスチェック」を実施

している。これらの調査結果を活用した職場環境改善は部門毎の活動として定着してい

る。働きやすい職場環境づくりには部門長の意識改革が大切と考えており、部門毎の活

動を支援する立場として、人事部と健康管理センターが関わっている。2019 度の活動

方針は部門長が自部門の結果から予測できる職場の状況を考えて自律的に結果を活

用してもらえるような働きかけをすることであった。 

◆課題 弊社では、部門によっては経年変化が小さく、得点のプロットだけでは変化が見

えにくいという現状があった。結果が見えにくいことで自部門のメンバーがどのような分布な

のかイメージがつかみにくく、部門長が自律的な活用につなげにくいという課題があった。 

変ことで、自部門のメンバーがどのような分布なのかイをいうージがつかみ 

 

改善・取組

みの着眼点 

課題を解決するために、集団分析の結果のうち、いきいきプロフィールの作図方法を改善

して結果の見せ方を工夫した。 

新職業性ストレス簡易調査票（80 項目版）では、個人のいきいき（ワーク・エンゲージメン

ト）と職場のいきいき（職場の一体感）がいきいきプロフィールとして示される。弊社ではこ

の２つの結果をポジティブメンタルヘルスの指標としている。 

このプロフィールの図を 4 つの領域に分け、それぞれの領域に分布する人数割合を示した

（＝いきいきメンバー図）。 

 

改善・取組

みの概要 

◆いきいきメンバー図の作成方法 

縦軸の設問 

「仕事をしていると、活力がみなぎるように感じる」「自分の仕事に誇りを感じる」  

横軸の設問  

「私たちの職場では、お互いに理解し認め合っている」 

◆いきいきメンバー図の特徴 

4 つの領域の人数と割合を数値化され、部門のいきいき度分布が一目瞭然！ 

◆結果のフィードバック方法 

集団分析の結果は部門長へフィードバックする。その際にいきいきメンバー図を示し、職

場のメンタルヘルスの状況についてポジティブな面をフィードバックする。部門長、人事部、

健康管理センターが結果についてディスカッションし、具体的な部門活動へと展開する。 

誰でも出来て簡単！ 

 

 

 



写真・図表・ 

イラスト 

 【改善前】         【改善後】＝いきいきメンバー図 

 
効果① A 部のいきいき度           効果② 会社全体のいきいき度 

  

効  果 

◆効果① 人数割合の見える化・・・A 部の部門長からは個人レベルでのイキイキ度をど

う改善していけば良いだろうかとの悩みが聞かれた。分布から読み取れる「個人のイキイ

キ」は 2.5 以上が約 7 割いることがわかり、平均点のプロットだけでは見えなかった人数割

合を見える化できた。分布にすると俯瞰的な捉え方ができ、現在の状況を的確にとらえ

てもらいやすい。どこの領域に着目して介入するか、戦略を立てやすくなる。 

◆効果② 経年変化の見える化・・・全社のいきいき度は A 領域の割合が昨年より 2.4

倍増加した。会社はこの変化を捉えて戦略的に取り組んできた介入効果を確認しやすく

なり、次のアクションに繋げることができる。また、保健師からも会社が取り組んできたポジ

ティブメンタルヘルス活動後の変化を客観的な指標を用いて会社に伝えやすくなった。 

この GPS の

経験から学

ぶことができ

るポイント 

◆注意点◆ 

いきいきメンバー図の元になっている質問項目は合計 3 項目であり、点数だけでは集団

の状況を評価できない。また、部門の人数が少ない場合は割合が変動しやすいため、結

果の解釈には注意が必要。個人が特定されないよう 10 人以下は分析から除外。 

◆産業保健職へのアドバイス 

結果の見方を職場改善のキーマンに適切に伝えることには苦労する。だからこそ、単年

度の（一時点の）数値だけでなく、経年変化を的確にとらえ、部門全体を俯瞰的に捉え

られる見せ方をしたい。これにより推進中の活動の効果確認ができ、次の戦略立案の参

考にできるだろう。いきいき度を上げる支援として、産業保健職が他部門の好事例を水

平展開するなど、部門が自律して活動できるように「支援する立場」として関わっていく。 
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